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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
１　地理的環境
　佐渡島は、本州、北海道、九州、四国を除くと、沖縄本島に次ぐ大きさの島である。新潟県海岸（角田岬）
より 32 ㎞西の日本海上に位置し、面積は約 855.11 ㎢、周囲の海岸線は 281.7 ㎞を測り、山林と雑種地が
島面積の 80％以上を占めている。地勢は、大まかに山地、海岸段丘及び低地・台地を含む平野から成り、
地形要素の複合という点で本州とほぼ同一の性質を持つことが特徴である［式 1964］（第 1 図）。島中央に
は国中平野が広がり、北に大佐渡山脈、南に小佐渡山地が並行する形でそれぞれ長軸をＮＥ−ＳＷ方向に
延ばしている。大佐渡山脈は、標高 1,173 ｍの金北山をはじめとする 1,000 ｍ近い比較的高い山並みが連
続し、小佐渡山地は、標高 645 ｍの大地山をはじめとする比較的低い山並みが連続する。
　佐渡島で確認される最古の岩石は、今からおよそ 2 ～ 3 億年前の古生代後期のものであるが、地層の大
部分は火山によって形成された火山岩類及び日本海の海底で堆積した地層が重なって形成されたものであ
る。このうち、相川金銀山が立地する大佐渡山脈を構成する地質は、古第三紀・斬新世（2300 万年前）
から新第三紀中新世初期（1800 万年前）に堆積したグリーンタフである。また、その他の岩石として、凝
灰岩、玄武岩、硬質頁岩がみられる。グリーンタフは、デイサイト（石英安山岩）や安山岩などの溶岩類
とそれらの火砕岩からなる火山噴出物を主体とし、下位から入川層・相川層・真更川層・金北山層の順に
堆積しているが、これらをまとめて相川層群とよんでいる。大佐渡山脈に分布する金銀鉱床の多くは、この
相川層群を貫く熱水性石英脈による熱水性鉱脈鉱床（鉱脈型鉱床）で、金銀鉱床が存在する地層は、入川
層（大立層）・相川層に限られる［坂井・大場 1977］（第 2 図）。相川金銀山では、こうした鉱脈中に金・
銀が多く集まるのが特徴で、石英岩脈の中に縞状となって混入している。こうした金銀を含有する鉱脈を
俗に「銀
ぎんぐろ
黒」などと呼称している。
　日本海が誕生した約 1,700 万年前には、海浸期に伴う砂岩・礫岩・シルトを主体とする堆積岩からなる
下戸層・鶴子層・中山層が形成され、これらの地層が隆起運動により変形しながら海上に現れ、佐渡島が
誕生したと考えられる。佐渡島が現在とほぼ同じ形状となったのは、今からおよそ数十万年前とされ、第四
紀中頃になると隆起運動が活発化して、高い山地が形成され、氷期・間氷期の繰り返しによる海水面の上
下運動が重なり、海岸段丘が形成されていった。こうした段丘面は、現在 5 段まで確認されている。国中
平野は中央部が沖積層であるが、周辺部には低位段丘、中位段丘がよく発達し、加茂湖はこの中位段丘によっ
て囲まれている。また、平野西側には真野湾に沿って八幡砂丘が発達しており、こうした砂丘列が 8 列確
認されている［新潟県教育委員会 2000］。
　相川地区（旧相川町）は、真更川から北の部分を除く大佐度山脈西側斜面と、南部の二見半島の大部分
を含んでいる。外海府と呼ばれる海沿いの地形は、連続的に発達している海岸段丘で、海抜 200 ｍ以下の
部分がこれにあたる。段丘面は 5 ～ 6 段あり、互いに段丘崖によって隔てられている。最も下位の崖下には、
隆起波食台等に由来する小規模な平地が付随し、臨海の集落とこれらを結ぶ道路のほとんどがここに立地
する。大佐渡山脈の斜面を下る河川は、主な河川で 38 本を数え、いずれも直線的な必従谷で比較的短小で、
段丘地を塊状に分断している。段丘上は、河川の上流から用水が引かれ、よく開田されている。二見半島
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第１図　佐渡島の地質概略図（［新潟県 1989］を一部改変）
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第２図　大佐渡地域の地質鉱床図（［坂井・大場 1977］より転載）
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第３図　佐渡島の地形と主な石切場分布図（「佐渡市全図」［佐渡市 2004 を改変］）
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の七浦海岸を含め外海府海岸・大佐渡の山稜部は「佐渡弥彦国定公園」に、また外海府の海岸は「佐渡海
府海岸」として国の名勝に指定されているが、主に火山岩から成る複雑な構成であり、これに激烈な海食
作用が加わって、様々な変化がもたらされている［式 2002］。また、外海府海岸には様々な火成岩が見られ、
江戸時代以降、春日崎、下相川、片辺・鹿野浦海岸等に多くの石切場が点在し（第 3 図）、石製品の石材と
して利用されている。集落は、海岸沿いの海成段丘面上や河川によってわずかに形成された扇状地上に立
地し、耕作地は主に集落背後の海成段丘面上に広がっている。海成段丘面は河川によって深く抉られて独
立し、舌状台地の形を呈して集落の背後に迫っている。これらの舌状台地から始まる尾根の上を南東へ進
むと大佐渡山脈の主稜線を越えて国中平野へ向かうことができる。相川湾の入江もこうした侵食による堆
積がある程度進んでいたと推測されるが、現在見られるものの多くは江戸時代以降における埋立てによるも
のである［佐藤 1994］。相川湾より南は二見半島と呼ばれ、外海府地域とは区別されている。第四紀の中
頃に活発化した隆起運動の影響が大きい区域にあたり、段丘地形がよく発達している［小林・神蔵 1993］。
半島は大佐度山脈の南端にあることから、集落背後の山は緩やかで、灌漑設備が整ってからは、内陸深く
まで耕作地が広がっている。ここも地形の多くが台地と急斜面からなっており、集落は海岸沿いの海成段
丘面に立地している。河川による侵食は、外海府地域ほど大きくない。
２　佐渡金山遺跡上相川地区の位置と範囲
　相川の市街地は、海岸部の低地に沿って南北に延びる「下町」地域と、緩い傾斜をもった段丘上の東西
に延びる「上町」地域からなり、Ｔ字状を呈している。さらにここより東方の山奥に「山の内」地域があり、
かつて上相川や間ノ山と呼ばれる鉱山集落跡があった（第 4・5 図）。佐渡金山遺跡は、これら上町地域や
山の内地域、さらに北東へとのびる鉱床地域を内包した遺跡である。
　佐渡金山遺跡は、道遊の割戸、父の割戸、大立竪坑、青盤間歩等を擁する鉱床地域から濁川（北沢）沿
いに扇状に広がり、水金川と間切川（南沢）によってそれぞれ隔てられた 2 つの尾根の先端近くまでが周
知の埋蔵文化財包蔵地の範囲となっている。2 つの尾根のうち濁川と間切川によって形成された尾根で、上
町台地と呼ばれる南側の尾根は、近世初期～前期に形成される相川市街域と重なる部分が多く、尾根の先
端部には国史跡である佐渡奉行所跡が立地する。また、株式会社ゴールデン佐渡の所有する佐渡金山第 3
駐車場付近は清右衛門町と呼ばれ、周辺一帯は間ノ山と呼ばれた鉱山集落跡である。ここより東側一帯に、
上相川と呼ばれた初期鉱山集落跡があり、北東には国史跡である宗太夫間歩を始めとする鉱石採掘跡が集
中している。
　上相川地区は、佐渡金山遺跡の範囲内に含まれ、佐渡市上相川町、相川小右衛門町、相川柄杓町、相川
奈良町に所在する。同地区は、濁川左岸の標高 150 ～ 250 ｍの高位段丘及びその斜面に立地し、東西約
800 ｍ、南北約 300 ｍ、総面積は約 20ha を測る。集落の廃絶後は山野となり、樹木が繁茂している場所
も多いため、集落存立時の景観は大幅に変貌しているが、現在もテラス状遺構や石垣等の遺構、石
いしうす
磨や
扣
たたきいし
石等の鉱山に関連する遺物が地表に散乱し、往時の町並みをしのぶことができる。
　上相川地区の町域は、時期によって増減がみられるが、現地形・絵図・過去の土地更正図・地字名等か
ら推測することができる（第 6 図）。周囲の沢が深いため、これを間ノ山等の他地域との境界としているよ
うである。同地区の範囲をみると、北端には下流部の間ノ山地区で濁川（北沢）へと流入する右沢、また
その右沢へ流入する丹波沢が流れ、さらに北側に国史跡の佐渡金山遺跡「道遊の割戸」を含む尾根がＮＷ
— 12 —
0 500M
地獄坂 西坂 西坂
紋平坂
帯刀坂
巡礼坂
厳常寺坂
佐渡奉行所
宗太夫間歩
道遊間歩 初期集落域
間歩集中
　　分布域
間歩分布域
上相川地区
水
濁
川
川
川
川
切
仏
間
大
金
???????
寺・神社等
寺町（墓）域
後期集落域
間ノ山地区
第４図　佐渡金山遺跡の分布概略図（［相川町教育委員会 1994］より転載）
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第５図　江戸時代の相川市街地及び佐渡金山遺跡分布図
（国土地理院 2 万 5 千分の 1 地形図相川を任意に縮小して改変）
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−ＳＥ方向に走り、斜面には間歩や狸穴と呼ばれる複数の鉱石採掘跡が残されている。江戸時代の史料か
ら周辺部にある北沢や右沢の沢沿いに鉱山集落があったことがわかっている。また、右沢と丹波沢が合流
する現在の右沢浄水場東側は、絵図等の資料から六十枚番所跡の推定地と考えられ、ここより上流部の右
沢沿い斜面に、六十枚間歩をはじめとする鉱石採掘跡が多く残されている。これらの採掘跡は、上相川地
区の存立基盤を最も端的に示すものである。東端には、右沢浄水場付近で右沢に流入する丹波沢が流れ、
大佐度山脈より続く青野嶺の急斜面によって隔てられている。東端に近い場所に大山祇神社跡がある。南
東端には上相川番所跡推定地と考えられるテラス状遺構・石垣があり、青野嶺を通って真野湾側の佐和田
地区にある鶴子銀山跡の屏風沢へ至る西五十里道などの道路跡が残る。西五十里道は、相川と国中を結ぶ
重要な幹線道路として利用されてきたもので、一部湮滅している部分があるが、旧道の面影を残している。
南端には、下流部の間ノ山で濁川（北沢）へと流入する桐の木沢が流れる。西端は、急峻な斜面によって
隔てられ、この斜面を下って西に進むと濁川（北沢）沿いに小さな平坦地があり、上町・下町地域へと繋
がる道路跡がある。この濁川沿いの平坦地にも間ノ山と呼ばれた鉱山集落があって、上相川地区と区別さ
れていた。上相川の集落内には、鍛冶沢が流れる。鍛冶沢は、上相川の東端、桐の木沢から分かれ、同地
区内を西へ進み、途中で北西へ向きを変えて濁川（北沢）へ流入していたようであるが、近現代の開発に
伴う掘削・盛土のため、下流部分は湮滅している。鍛冶沢と桐の木沢に挟まれた場所に、Ｅ−Ｗ方向に走
る細い尾根がある。尾根上には専念寺、玄徳寺、法花寺の寺院跡が連なり、尾根に登る石段が残る。鍛冶
沢の北側は、比較的なだらかな尾根があり、上相川の東端へ続く。この尾根から、右沢、丹波沢へと落ち
込む斜面は急峻であるが、丹波沢と右沢の合流点付近は、比較的平坦である。
　江戸時代に街区を形成していた部分は、現在、ほとんどが山林となり、主な樹種は、タブ・シロダモ等
の広葉樹、孟宗竹、篠竹の他、植林された杉等である。
　上相川における街区は、現在 16 町が特定されている（第 6 図・史料 11、13）。現在の佐渡金山第 3 駐
車場の南側に間ノ山と上相川の町境となる茶屋坂と呼ばれる坂があって、そこから登ると上相川地区の奈
良町・茶屋町へ至る。そこから山上へ向かい相川町、九郎左衛門町、弥左衛門町と続き、山之神町へ至る。
この南側を並行する形で、相川町より山上へ向かい外
げ き
記町、床屋町、鍛冶町、田町と続き、山之神町へ至る。
山之神町・鍛冶沢町から南へ登ると上相川番所があり、鶴子銀山方面へ向かう。相川町から北に向かうと
小右衛門町、本町と続き、本町から右沢の六十枚番所に向かう間に番屋町があって、そこから下流部にあ
る間ノ山地区の宗徳町へ向かう道があった。茶屋町から南の法花寺跡に向かうと柄杓町があり、間ノ山地
区の次助町へと向かう道があった。九郎左衛門町と本町の間には九郎左衛門裏町があり、田町・鍛冶町か
ら南へ向かうと鍛冶沢町がある。
３　歴史的環境
Ａ　佐渡島内の鉱山の概要と展開（第7図・第1表）
　佐渡島には、多様な鉱物に関わる多くの鉱山遺跡が分布している。一般的に佐渡は「金の島」としてイメー
ジされているが、金のみでなく、銀も多量に採掘されていたことは案外知られていない。また、銅の採掘も
行われ、まさに鉱山の島といえる。大小合わせて 14 もの金銀鉱床が存在し［神蔵・小林 1993］、多くの
鉱山遺跡が確認されている。
　佐渡では平安時代以降、こうした鉱物の採掘が継続的に行われ、各時代の採掘遺跡が残っているが、鉱
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物の採掘形態も時代によって大きく変遷し、長い間の鉱山技術の変遷を目の当たりにできる希有な島といえ
る。以下に、代表的な金銀鉱山を概観する。
西三川砂金山
　西三川砂金山は佐渡市笹川（真野地区）を中心とした地域に所在し、大規模な砂金採取が行われていた。
　歴史的に最も古い鉱山技術形態は砂金採取で、平安時代末期に成立したとされる『今昔物語集』の巻
二六、鎌倉時代初期の成立とされる『宇治拾遺物語集』巻第四に佐渡の産金についてほぼ同じ内容の記述
がある。『今昔物語集』では、能登の国司の命令で、製鉄集団の長が佐渡で金を採取したという記述があり、
国司が藤原実房に比定されることから、11 世紀前半頃の様子と考えられる［橘 1964］。製鉄集団との関連
から海岸部の砂鉄採取と結びついていたと考えられ、採取が行われた場所は、西三川砂金山の海岸部周辺
地域であろうと推定されている［小菅 2000、真野町史編纂委員会 1976］。室町時代の永享 6 年（1434）
には佐渡に流罪となった世阿弥が著した『金島書』に佐渡を「こがねの島」とする記述があり、砂金採取
が行われていた証明と考えられる。平安時代から中世後半までの砂金採取の遺構は確認されていないが、
砂金採取という技術の性格上、遺構は残りにくいものと考えられる。
　中世後半からは砂金採取が盛んに行われるようになったと考えられ、文献等に散見されるようになる。「寛
正元年（1460）西三川砂金山始まる。その後 79 年中絶して、文禄 2 年（1593）に再び取り立てる」と『佐
渡相川志』に記録されている［真野町史編纂委員会 1976］。豊臣秀吉が天正 17 年（1589）、上杉景勝に
あてた書状で、西三川の砂金についての記述があり、秀吉の「黄金太閤」としてのイメージ作り［山室
1992］には、西三川砂金山の砂金も大きな役割を果たしていたものと考えられる。
　江戸時代に入り、増産をはかるため、砂金を含む山を掘り崩し、上流から水路を開削し、大量の水を使っ
た砂金採取が行われた。崩落した山肌、水路や水を貯めた堤の跡が笹川を中心とした一帯に多数分布し、
独特な景観を形成している。大山師味方但馬が開設した延長約 12 ㎞の水路「金山江」が部分的に残され
ている。
　また、その技術は伝播し、北海道渡島半島に安政年間に西三川の技術者が招聘された事が、西三川の金
子勘三郎家文書によって明らかになっている［矢野 1989］。西三川砂金山は明治 5 年（1872）まで操業
が続けられ、その後も個人的な砂金採取が行われたことによって、長く技術が伝承された。
　新穂から柿野浦に抜ける古道清水寺越えにも柿野浦木金山が存在し、新穂銀山開発以前に砂金採取が行
われていたことが想定されていたが、近年株式会社ゴールデン佐渡所蔵資料の中から柿野浦木金山の絵図
が発見され、西三川砂金山と同様に山を崩し、水を流して砂金採取を行っている状況を確認することがで
きた。
鶴子銀山
　佐渡市沢根、沢根五十里（佐和田地区）、相川羽田村（相川地区）に所在する佐渡で最初に本格的に稼
がれた銀山である。相川金銀山が発見されるまでは佐渡最大の銀山であった。
　16 世紀の大航海時代に、南米のポトシ銀山をはじめ大規模な銀山開発が行われ、世界の産銀状況は大き
く変化した。同時に中国との交易のために日本の銀鉱山も大開発され、当時世界の産銀の約 3 分の 1 が日
本産であったと推定されている［島根県教育委員会 1999］。石見銀山や生野銀山が開発され、佐渡にもそ
の余波が及び、多くの山師、技術者が各地の鉱山から佐渡に入っている。天文 11 年（1542）大佐渡山脈
の低丘陵に鶴子銀山が開発された。大規模な露頭掘りや樋追い掘りによって銀・銅の採掘が行われ、遺構
が広範囲に分布している。天正 17 年（1589）の上杉景勝の佐渡攻略は鶴子などの鉱山が目的であったと
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されている。攻略後、鶴子銀山には陣屋が置かれ代官が任命された。
　文禄 4 年（1595）には石見銀山の技術者によって当時の最先端技術であった坑道掘りが導入され、産
銀量が飛躍的に増大し、「鶴子千軒」とよばれる繁栄期を迎えた。また、銀山に物資を搬入するために沢根
の港が栄え、有力な廻船問屋が軒を連ねたと言われている。しかし、相川金銀山の開発が本格化すると、
寺院や大工町などが相川へ移転していき、鶴子銀山の鉱山集落は衰退していった。
　鶴子銀山は相川金銀山と同様に、明治以降近代的な設備や技術の導入により再開発が行われ、昭和 21
年（1946）まで操業が続けられた。
新穂銀山
　佐渡市新穂（新穂地区）に所在する、鶴子銀山に続いて天文 12 年（1543）以後、開発が行われた佐渡
第 2 の銀山である。本格的な開発は慶長 9 年（1604）、徳川家康によって佐渡代官として大久保長安が任
命されて以後行われた。江戸幕府によって経営され、慶長・元和・慶安にかけて繁栄し、慶安 2 年（1649）
の大盛りを最後に衰退した。露頭掘り跡と樋追い掘り坑道が混在し、百枚間歩と呼ばれる初期の大規模な
坑道跡も確認されている。新穂銀山は滝沢銀山とも呼ばれ、その繁栄は「滝沢千軒」と称された。銀山の
にぎわいによって市が設けられ新穂市町が成立し、現在も新穂市街地として町並を残している。17 世紀前
半の最盛期には相川金銀山の大山師であった味方但馬も新穂銀山で稼ぎ、法華信者であった味方は根本寺
を菩提寺とし、現在の大伽藍を寄進したとされる。新穂銀山に物資を供給した港は夷湊（現在の両津）と
考えられ、『佐渡風土記』元和 8 年（1622）の諸番所役の納まり額によれば、相川、沢根に次ぐ額が記入
され、大規模な湊であったことが伺える。夷湊からは内水面交通によって潟上まで運ばれたと考えられて
いる［新穂村史編さん委員会 1976］。新穂銀山は近世前半で衰退し、後には砥石を産出するようになった。
相川金銀山
　佐渡市銀山町・下相川他（相川地区）に所在する江戸幕府の財政を支えた日本最大の金銀山である。鶴
子銀山の開発を端緒として、鶴子銀山から山の稜線を越え、金銀鉱床の開発が進み相川金銀山が発見された。
最初に開発されたのは六十枚間歩で、近接する傾斜地に上相川と呼ばれる初期の鉱山町が形成され、「上相
川千軒」と呼ばれ、非常に栄えた。石組みと平坦面によって計画的に造成された宅地・道路・水路の跡な
どが遺構として現在も確認でき、吉野造りと呼ばれる斜面を利用した家並みが立ち並んでいたと考えられ
ている。最も高所に鉱山の神である「大山祇神社」が祀られ、移住した人々とともに勧請された寺院跡も
残る。当時の絵図も多数残っており、道路跡や寺社などと対比が可能である。
　その後、有力な鉱脈が多数発見され、佐渡に空前のゴールド・シルバーラッシュをもたらした。国内最
大級の露頭掘り跡である道遊の割戸や、国指定の宗太夫坑をはじめ、長大な坑道が多数残されている。慶
長六年（1601）には、徳川家康によって佐渡金銀山は直轄地となり、佐渡は天領となった。
　慶長 8 年（1603）、相川に本格的な町立て（都市計画）を試みた大久保長安によって、上相川から現在
の相川に中心地が移り、陣屋（現在の佐渡奉行所）を中心として商人町の京町、鉱夫が居住した大工町、
各種職人町などを計画的に形成した。その後、17 世紀前半の最盛期には人口約 5 万人と推定される我が国
屈指の鉱山都市が誕生することとなった。
　日本の金銀山は 16 世紀の後半から本格的な開発が行われ、17 世紀前半に繁栄し、以降急速に衰退する。
相川金銀山も同様な盛衰をたどるが、大規模な南沢疎水道の開発などの国家的なプロジェクトによって、
盛衰を繰り返しながらも、幕末まで江戸幕府の財政基盤であり続けた。幕末に江戸幕府は外国人技師を佐
渡に派遣し、鉱山の再開発を図ったが、明治維新を迎え、明治新政府に引き継がれていった。明治時代に
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▲入川銀山14
鹿野浦鉛山17▲
戸中鉛山20▲
戸地鉱山19▲
北狄銀山21▲
達者銅山22
小川銅山23▲
相川金銀山10▲
▲鶴子銀山27
大浦鉱山24△
▲二見鉱山26
△野坂鉱山28
稲鯨鉱山25△
△白瀬銀山1
△真光寺鉱山29
△白硫黄銀山31
▲戸地鉱山19
平清水鉱山30△
△両尾鉱山6
△久知川鉱山2
△潟上銀山42
▲新穂銀山41
△月布施鉱山8
△片野尾鉱山7
△野浦鉱山9
清水鉱山47△
丸山鉱山45△
△天狗塚鉱山48
○荒町川砂金山49
岩首鉱山5△
松ヶ崎鉱山44△ ○松ヶ崎木金山43
滝脇銀山36△
大須三貫目銀山35▲
▲花見沢銀山33
●西三川砂金山32
○柳沢砂金山50
○尾平川砂金山46
田切須銀山39▲
大立鉱山38△
小立大須銀山37▲
▲背合銀山40
▲大須銀山34
○岩首木金山4
○柿野浦木金山3
孫次郎鉛山15▲
▲片辺銀山18
立島鉱山16▲
▲田野浦銀山13
△小田銀山12
▲：分布調査完了もしくは
継続中の鉱山
●：分布調査中の砂金山
△：未調査の鉱山
○：未調査の砂金山
凡　例
第７図　佐渡島内鉱山分布図（［小菅 2000］を改変）
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№ 地区名 鉱　山　名 鉱山種別 時　　代 文献史料 絵図資料 備　　　考
1 両津 白瀬銀山 銀山 江戸 有
2 両津 久知川鉱山 不明 不明
3 両津 柿野浦木金山 砂金山 中世～江戸 ? 有 有 　
4 両津 岩首木金山 砂金山 中世～江戸 ?
5 両津 岩首鉱山 不明 不明
6 両津 両尾鉱山 不明 不明
7 両津 片野尾鉱山 不明 不明
8 両津 月布施鉱山 不明 不明
9 両津 野浦鉱山 不明 不明
10 相川 相川金銀山 金銀銅山 江戸～平成元 有 有
県遺跡台帳「佐渡金山遺跡」、一部国
指定史跡あり。
11 相川 茶屋平金山 金銀山 江戸 有 有 後に相川金銀山鉱区となる。
12 相川 小田銀山 銀山 江戸 有
13 相川 田野浦銀山 金銀山 江戸･近代～昭和18 有 有
県遺跡台帳「小野見鉱山遺跡」、近代
以降「高千鉱山」
14 相川 入川銀山 銀鉛山 江戸･近代～昭和18 有 有 入川鉛山とも。近代以降「高千鉱山」
15 相川 孫次郎鉛山 鉛山 江戸･近代～昭和18 有 有 入川鉛山の一部。近代以降「高千鉱山」
16 相川 立島鉱山 金銀山 江戸･近代～昭和18 有 有 近代以降「高千鉱山」
17 相川 鹿野浦鉛山 金銀銅鉛山 江戸･近代～昭和18 有 近代以降「高千鉱山」
18 相川 片辺鉱山 銅鉛山 江戸 ? 与宗鉱山・松尾鉱山とも
19 相川 戸地鉱山 銀山 ? 江戸 ･ 近現代 ? カッコメ鉱山 ･ ウノクソ鉱山とも
20 相川 戸中鉛山 金銀銅鉛山 江戸 ･ 近現代 ? 有
21 相川 北狄銀山 銀山 江戸 ･ 近現代 ? 有 有 川内鉱山 ･ 吉兵衛鉱山とも
22 相川 達者銅山 銀銅山 江戸 ･ 近現代 ? 有 有 小筵山鉱山とも
23 相川 小川銅山 銅山 江戸 ･ 近現代 ? 有 有
24 相川 大浦鉱山 銀山 ? 江戸
25 相川 稲鯨鉱山 銀山 ? 不明
26 相川 二見鉱山 銀山 ? 江戸 ･ 近現代 有 　
27 佐和田 鶴子銀山 銀銅山 室町～昭和 21 有 有 西五十里銀山・屏風銀山とも
28 佐和田 野坂鉱山 銀 ? 江戸 ? 有
29 佐和田 真光寺鉱山 金銀山 ? 不明 　
30 金井 平清水鉱山 不明 不明 　
31 金井 白硫黄銀山 銀山 江戸 有 白岩尾銀山とも
32 真野 西三川砂金山 砂金山 平安～明治 5 有 有
県遺跡台帳「笹川拾八枚」他関連遺跡
のみ周知化
33 真野 花見沢銀山 銀山 江戸 有
34 真野 大須銀山 銀鉛山 江戸 有 県遺跡台帳「大須銀山遺跡」
35 真野
大須三貫目銀
山
銀山 江戸
県遺跡台帳「三貫目沢鉱山跡」　 
※大須銀山の一部か。
36 真野 滝脇銀山 銀山 不明 有 有 ※背合銀山と同一か
37 真野 小立大須鉱山 不明 不明
38 真野 大立鉱山 不明 不明
39 真野 田切須銀山 銀山 江戸 ･ 明治～大正 有
県遺跡台帳「田切須大野遺跡」（集落
跡）、「田切須鉱山跡」
40 真野 背合銀山 銀山 江戸
県遺跡台帳上地点不明 
※滝脇銀山と同一か
41 新穂 新穂銀山 銀山 室町～江戸 有 有 滝沢銀山とも
42 新穂 潟上銀山 銀山 不明 有 有 　
43 畑野 松ヶ崎木金山 砂金山 不明
44 畑野 松ヶ崎鉱山 金山 ? 不明 　
45 畑野 丸山鉱山 不明 不明
46 羽茂 尾平川砂金山 砂金山 不明 　
47 羽茂 清水鉱山 不明 不明
48 赤泊 天狗塚鉱山 金山 ? 不明 　
49 赤泊 荒町川砂金山 砂金山 不明 　
50 赤泊 柳沢砂金山 砂金山 不明 　
第１表　佐渡島内鉱山一覧表
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おいても相川金銀山は官営鉱山として、欧米の先進技術が導入され、日本初の竪坑である大立竪坑が開発
されるなど、日本の近代化を牽引した。明治 29 年（1896）に三菱に払い下げられ、平成元年（1989）
まで操業が続けられた。大立竪坑をはじめ、明治以降の破砕場、貯鉱舎、選鉱場、積出港などの一連の近
代化遺産が現存する。
　現在では、操業されている鉱山はなく、ゴールデン佐渡による「宗太夫坑」などの観光坑道が昔日の面
影を伝えているのみであるが、現在、概要を説明した 4 つの鉱山の国指定史跡化を目指し、調査が進めら
れている。
Ｂ　上相川地区の歴史的環境
　上相川に集落が形成される時期については、相川金銀山の開発時期が密接にかかわっている。上相川の
成立時期については、年代を特定する史料がないため不明な点が多い。文献の初出をみると、『佐渡故実略
記』の慶長 5 年（1600）に「佐州海府之内羽田村金山町登起」という記述があり（史料 2）、この年、羽
田村に所属していた集落が、金山町としてはじめて自治権を与えられて独立したことがわかる。しかし、こ
れは行政単位としての成立時期であり、集落自体は、この年以前に成立していたと考えられている［田中
1986］。
　相川金銀山の成立時期について、田中圭一氏は上杉景勝から金山役の岡村源左衛門と山庄喜兵衛に宛て
た文禄 4 年（1595）2 月 28 日の文書「山を請て銀ほるべからざる事」という一項より、同年以降、請山
が禁じられる以前に請負山という稼行形態が存在するならば、慶長期以降の請負山制のように貫・匁で表
されたものと違い、鶴子銀山の百枚や相川金銀山の右沢にある「六十枚」のように枚数で呼称される鉱区は、
慶長期以前のものであると考証している［田中 1973］。また、『撮要佐渡年代記』には慶長元年（1596）
に「佐渡鮎河岩崎向山に銀涌上る」と云う記述があり（史料 1）、『佐渡故実略記』などにも銀山寺に「慶
長元年金山町」銘の仏具があるという記述があること（史料 3）、上相川地区所在寺院で最も早い開基時期
が慶長元年であること（別表 3）、佐渡市二見の個人所有の石磨に、上相川の小右衛門町跡付近より運んだ
という「湯之奥型」「黒川型」とよばれる中世の鉱山臼が見つかっていることから［佐藤 1999］、相川金銀
山の開発に伴う集落の成立は、『佐渡古実略記』に記載される慶長 5 年よりも遡るものと考えられ、磯部欣
三氏は鶴子銀山の百枚間歩開口とほぼ同時期ではないかとしている［磯部 1962］。こうしたことから、実
際に相川金銀山の採掘が始まり、上相川地区に鉱山に携わる人々が居住を始めた時期は、慶長元年（1596）
前後であろうと推測される。島内の状況を見ると、前年の文禄 4 年（1595）には、鶴子銀山に石見銀山の
山師により坑道掘りの技術が導入され、鶴子銀山が活況を呈する時期にあり、鉱山に携わる人々が他国か
ら移住し、相川に鉱山集落を形成していったと考えられる。
　慶長 6 年（1601）、鶴子銀山の山師三浦治兵衛、渡辺儀兵衛、同弥次右衛門によって、父
てて
や道遊で金銀
の富鉱帯が発見され、道遊の割戸、割間歩、六十枚間歩が開かれて、相川金銀山における本格的な採鉱が
開始されると、これに伴って他国からさらに多くの人々が上相川地区や周辺部の間ノ山地区に集まったと想
定される。こうして最盛期を迎えた江戸時代初期には、山や斜面を段切りして平地をつくり、銀山で働く者
の家が密集した大集落となり、その賑わい振りは、「上相川千軒」と呼ばれたことが『佐渡四民風俗』に記
述されている（史料 7）。
　集落形成期における初期の上相川地区及びその周辺部の町並にみられる住居は、『佐渡年代記』や『佐
渡国略記』に記述されるように、居住地周辺の樹木を伐採し、その樹木を利用した掘立の「山小屋」と呼
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ばれたものであったが（史料 4、5）、これは採掘地に近い場所にこうした山小屋を建てて鉱山の作業に従
事し、鉱山が不況となると住居を壊して次の場所へ移住するという居住形態がとられたようである。後に、
慶長 9 年（1603）、大久保長安によって鶴子銀山より陣屋（後の佐渡奉行所）が移転する頃、上町台地上
に市街地が整備されると、右沢などの沢には、沢に材木を渡し、「吉野造り」と呼ばれる 3 階建の住居が立
ち並んだと言われている。
　上相川地区の人口や集落規模をみると、「上相川千軒」と呼ばれた最盛期の記録や絵図等の資料は発見
されていないものの、慶安 5 年（1652）の「地子銀帳」（『佐渡四民風俗』）や『佐渡年代記』に、上相川
地区の町は 22 町、家数 513 軒を数えたとある（史料 7、8）。当時の町名には、山之神町・鍛冶沢町・鍛
冶町・田町・弥左衛門町・九郎左衛門町・九郎左衛門後町・上床屋町・外記町・番屋町・本町・小右衛門
町・相川町・柄杓町・茶屋町・奈良町・岩崎町・尾張町・七軒町・松入町・鍛冶町後町・田町後町の名が
挙げられているが（別表 3・史料 7、8）、宝暦 3 年（1753）に成立した『佐渡相川志』には、「上相川は
16 町の総名で、山之神町・鍛冶沢町・鍛冶町・田町・弥左衛門町・九郎左衛門町・九郎左衛門裏町・上床
屋町・外記町・番屋町・本町・小右衛門町・相川町・柄杓町・茶屋町・奈良町があった」と記されており、
地子銀帳の書かれた時期から約 100 年の間に 22 町のうち 6 町が消滅しており、江戸時代前期以降、鉱山
町が衰退していったことがわかる。
　集落の成立から終末期までにおける上相川地区に居住した人々の職種については、詳細な記録史料がな
いため不明な点が多い。初期の上相川地区には、町名の由来となった山師たちを始め、山師のもとで買石
や鉱山での作業に従事する人々、様々な商人、鍛冶職人、僧侶、山伏などが住んでいたと考えられる。『元
禄七年五月田畑屋敷検地帳』（史料 11）では、山伏に関連する人名や寺院名がみられるが、『安政屋敷検地』
（史料 13）ではこのような人名・寺院名が著しく減少していることから、江戸時代中期頃までは、こうした
職種の人々も多く住んでいたことがわかる。江戸時代後期における居住者の職種については、「文政九年相
川町町墨引」（写真図版 5）から推測することができる。絵図に描かれた上相川地区をみると、茶屋町・奈
良町・相川町・外記町・床屋町・小右衛門町・九郎左衛門町のみが表記されているため、他の町は無人と
なっていたと推測される。同史料に付随する記録には、家数 40 軒（うち 3 軒除地寺）、竃数 40 で、法花寺・
専照寺・妙音寺があった。次に職種数を見ると、最も多いのが銀山大工の 6 軒で、次いで銀山荷揚の 5 軒、
敷役人・日雇取の 4 軒、針仕事師・寺の 3 軒、石撰・畑百姓の 2 軒とつづき、雲子荷之番・同帳付け・同
板取・同鍛冶小屋・雲子・銀山たがね通・鳥越小頭・次助間歩改・名主・修験（万法院）の各 1 軒となっ
ている。これらの職種名には、金銀山に関連するものが多くみられるが、「雲
う ん こ
子」名が付けられた職種の人
物は、前年に始まった佐渡奉行所の救済策である雲子間歩の古敷取明に従事していたものであろう（史料
121）。また、すでに商人はおらず、明（空）地となった場所も多いことがわかる。
　上相川地区における江戸～明治時代を通じて寺社の軒数は、神社 1 社、寺院 22 ヵ寺、修験 16 院で、寺
院宗派をみると、浄土真宗 7 ヵ寺、日蓮宗 6 ヵ寺と多く、次いで浄土宗 2 ヵ寺、曹洞宗・臨済宗・真言宗・
天台宗各 1 ヵ寺、宗旨不明 2 ヵ寺となる。
　寺社の開基年代をみると、特に慶長～元和年間（1596 ～ 1624）にかけて成立したものが多いことから（別
表 3）、金銀山の最盛期における上相川地区の人口増加に関連したものということが指摘できる。また、検
地帳等の文献史料から寺社の分布域を見ると、上相川南部の鍛冶沢から桐の木沢間にある尾根及びその周
辺部に寺院が集中する範囲があるほか、山之神町周辺に集中する寺社及び山伏の所有地、九郎左衛門町に
集中する山伏の所有地があることがわかる（第 8 図・史料 11、13）。一方で、床屋町や弥左衛門町・番屋
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町のように検地帳等では寺社・山伏の居住した形跡が見られない町もあり、職種による居住域の住み分け
が行われていたことを示唆している。
　江戸時代後期、特に文化～文政年間（1804 ～ 1830）には、相川金銀山が衰退し、佐渡奉行所による
上相川地区を始めとした住民救済政策も頻繁に行われるようになる（史料 114 ～ 136）。困窮者に御救米
として米が支給されたことを始めとして、文化 8 年（1811）には、上相川地区の住民のため、最寄りの採
掘箇所であった雲子間歩の古敷取明・青柳間歩の採掘が行われ（史料 119）、文政 2 年（1819）には、上
相川の大山祇神社脇の沢に新切山 1 ヵ所を立てて、上相川住人が何人か鉱山の職に従事させている（第 8
図測点名 1 − 91・史料 126、128）。この時期に開発された間歩跡は、旧相川町教育委員会によって実施さ
れた間歩跡の分布調査によってその位置が特定されている［相川町教育委員会 2002］。
山之神町
○大山祇神社
・本典寺
・蓮林（体）寺
・大光院
・常光院
・常法（宝）院
鍛冶沢町
・玄光院
柄杓町
○法花（華）寺
鍛冶町
○専念寺
○玄徳寺
・相運寺
・敬音寺
・願泉寺
九郎左衛門町
・広円寺
・證誠寺
・願泉寺
・市学院
・常学院
・教学院
・福正院
・定学院
・定覚院
・玄悦
※検地帳記載のものについて、所有地が複数町に及ぶものあり
茶屋町
○専照寺
・林光寺
・三光院
・卜心
小右衛門町
○妙音寺
○万宝院
・吉祥院
・大宝院
奈良町
茶屋町
桐の木沢
柄杓町
外記町
床屋町
鍛冶町
九郎左衛門町
九郎左衛門裏町
六十枚番所跡推定地
番屋町
小右衛門町
弥左衛門町
本町
鍛冶沢町
上相川番所推定地
山之神町
田町
大山祇神社跡
丹汳沢
相川町
相川町
・常光院
小右衛門町
・長楽寺
本町
・光源寺
九郎左衛門裏町
・市学院
・常学院
・福正院
田町
・賢光院
・妙善
○
・
寺社域の判明しているもの 
寺社域が不明なもの
凡　　例
0 200m
第 8 図　上相川寺社分布図（［相川町 2003］を改変）
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　「上相川千軒」と呼ばれた賑わいをみせた上相川も、慶安 2 年（1649）の大水害をはじめとする災害に
よる被害（史料 105）、相川金銀山の産出量の減少等の要因によって次第に人口が減少し、江戸時代前期
以降、鉱山町として賑わいをみせた地域は、下方の台地上にある上町地域か海岸部の下町地域に移る。町
の人口や規模をみると、最盛期をやや過ぎたと考えられる慶安 5 年（1652）には、家数 513 軒を数えた
が（史料 7）、元禄 7 年（1694）の「田畑屋敷検地帳」では 355 軒（史料 11）、文政 9 年（1826）の「相
川町町墨引」（写真図版 5）では 40 軒となり、相川金銀山及び相川市街地を描いた江戸時代の絵図を比較
すると上相川の町域が減少していったことがわかる（写真図版 4）。明治 6 年（1873）には、上相川町 77 人、
柄杓町 1 人、奈良町 11 人のみとなり［相川町史編纂委員会 2002］、明治 21 年（1888）の「相川町字図」
では、宅地 1 ヵ所・寺社 1 ヵ所のみとなっている。上相川の集落としての終末時期は、山之神町にあった
大山祇神社が、明治 33 年（1900）に、上相川地区が無人となったことを理由に、下山之神町の大山祇神
社に合併していること、現存する寺の石造物や墓、過去帳に明治年間までの上相川住人の名が刻まれてい
ることから、明治時代末にはほぼ無人となっていたと考えられる。
　次に上相川集落内の町名の由来をみると、現在、所在地の判明している 16 町には人名・職種名・地名等
から名付けられていることがわかる［田中 1968］。山之神町は、下流部の台地上にある下山之神町と区別
するために上山之神町とも呼ばれ、中世以来、この地の大岩を祀る修験者に関連した地名から名付けられ
た町名で、慶長 6 年（1601）には大山祇神社が建立されている。
　鍛冶沢町は、鍛冶に関連する町名で、この地には沢鍛冶とよばれる人々が居住したと言われている（史
料 10）。沢鍛冶と呼ばれた人々がどのような鉄製品を製作していたのかは不明である。
　鍛冶町は、鍛冶職人が居住した町で、他国（特に越前の三国、金津、越中の伏木付近）より来島した鍛
冶職人が多く居住し、金銀山に関連する鉄細工物を製作しており、当地に居住した鍛冶屋は町鍛冶と呼ば
れた（史料 10）。
　田町は、文禄以前に羽田村の百姓の人家が置かれたことに由来すると推測される町名である。
　弥左衛門町は、山師の山根弥三右衛門が居住したと推測される町名である。山根弥三右衛門は、相川金
銀山向山の「中使平大横相」を中心に稼いだ人物で、『川上家文書』［相川町史編纂委員会 b1973］第 1
号に所収される慶長年間の「佐州銀山諸御直山鍛冶炭渡帳」や同 18 号所収の「御礼衆之覚」、同第 19 号
所収の慶長 16 年「御作事万入用日記」、「万臨時米覚」の中にその名をみることができる。また、同 19 号
所収の「御作事万入用日記」では、「山根弥三右衛門」「山根弥左衛門」の名前が見える。
　九郎左衛門町は、人名の名付けられた町名であるが、金銀山初期の山師にその名は見えず、このため、
山師の播磨九郎右衛門もしくは九郎左衛門という買石の名前ではないかと推測されている。播磨九郎右衛
門は、『川上家文書』第 1 号所収の「佐州銀山諸御直山鍛冶炭渡帳」によると相川金銀山間ノ山の「新横相」
や向山の「佐左衛門大横相」・「源左衛門平与六間歩」を中心に稼いだ人物である。
　床屋町は、史料によっては上床屋町とも表記され、吹見所（精錬所）が置かれた場所である。ここで、
各間歩から出た鉱石を試し吹きして品位を定め、それを表示してせり場で入札して買石が買い取っていっ
たと推測される。
　外記町は、山師の江戸外記が居住したと推測される町名である。江戸外記は、相川金銀山右沢の「右沢
大横相」や間ノ山の「新横相」などを中心に稼いだ人物で、『川上家文書』第 1 号に所収される「佐州銀山
諸御直山鍛冶炭渡帳」にその名前をみることができる。
　本町は、六十枚間歩に近いことから、上相川地区の集落成立期に賑わったと推測される町名である。
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　小右衛門町は、山師の信濃小右衛門が居住したと推測される町名である。信濃小右衛門は、相川金銀山
の「信濃小右衛門間歩」という間歩名や『川上家文書』第 19 号所収の「万臨時米覚」にその名前がみえる。
　相川町は、現在の「相川」名の発祥となった町名で、昔は川に鮎がいたことから鮎川と呼ばれたが、鉱
山の開発により鮎が死んだことにより縁起を担ぐ意味で相川に変えた、河川が行く筋も合流するため合川か
ら転訛した等、地名の由来に諸説ある。
　番屋町は、六十枚番所等の役宅が置かれた事に由来する町名である。
　柄杓町は、伝説によればもともと熊野比丘尼がここに居住しており（史料 25）、比丘尼が勧進の際にもつ
柄杓に由来する町名である。慶長年間（1956 ～ 1615）に上相川の山崎（先）町にいた遊女が、元和年間
（1615 ～ 1624）以降、柄杓町に移り、遊女町として成立したことが史料にみられる（史料 22・25・26）。
　茶屋町は、慶長期に茶屋が置かれたことから名付けられたと推測される町名で、柄杓町とともに上相川
の歓楽街として栄えたものと考えられる。
　奈良町は、奈良という地名が名付けられているが、町名の正確な由来は不明である。
　前述した 16 町のほかに、江戸時代の史料に書かれる上相川地区の町名をみると、時期によって 22 ～ 23
町の名前が見える（史料 8 ～ 10）。16 町以外の町名では、岩崎町、山崎町、会津町、播磨町、尾張町、七
軒町、松入町、九郎左衛門後町、鍛冶裏町、鍛冶町後町、田町後町、外記裏町、柄杓裏町、堺沢、新境沢
の町名がみられる。これらの町名のうち、岩崎町は茶屋平ノ下、山崎町は茶屋平出崎・茶屋坂付近（上相
川と間ノ山境付近）にあり（史料 26）、尾張町は九郎左衛門町の沢に、境沢は桐の木沢沿いの上寺町周辺
にあったといわれている（史料 10）。会津町・播磨町は、「上相川一筆絵図」（写真図版 2）に「アイヅ町」、
「ハリマ町」と表記されており、「上相川絵図」等に描かれる町の位置と比較すると九郎左衛門裏町・弥左
衛門町付近の別名ではないかと考えられる。七軒町・松入町は、「相川町々書上げ」で、すでに所在地不明
となっていることが書かれており（史料 10）、その他の町名の最後に～裏町・～後町と付くものは、16 町
の裏通り的な意味合いが強いものと考えられる。これらは、会津町・播磨町を除き、いずれも短期間で名
前が見えなくなることから、集落創成期及び全盛期に成立したと考えられる町が多く、上町地域や下町地
域への人口流出や金銀山の衰退に伴う無人化、上相川地区内の他の町への吸収によって、消滅していった
ものと推測される。また、時期によっては、前述の境沢や桐の木沢対岸の次助町なども上相川と呼ばれる
ことがある。
Ｃ　佐渡金山遺跡周辺に分布する遺跡
　相川市街地及びその周辺には、街を取り囲むような形で、縄文時代、古墳時代～江戸時代の遺跡が確認
されている（第 9 図・第 2 表）。これらの遺跡は、海岸部の製塩遺跡や江戸時代の墓・磨崖仏を除き、海岸
段丘上や台地上を中心に立地する。これらの遺跡の中でも、佐渡金山遺跡（15）のうち国指定の史跡であ
る佐渡奉行所跡（20）や、市指定の史跡である金太郎窯跡（12）などを除き、発掘調査等によってその
性格が明らかにされている遺跡は少ない。
　縄文時代の遺跡（1 ～ 4）では、縄文時代後期の土器、石鏃、石棒、石斧などが採集される。古墳～平
安時代の遺跡（4 ～ 10）では、須恵器、土師器等が採集される。古墳時代後期には、製塩土器が採集さ
れた下相川吹上遺跡（7）のように、海岸部で製塩作業が行われている。中世には、鬼ヶ城跡（5）、羽田
城跡（11）のように海岸部の舌状台地や台地端に小規模な城館が築かれる。また、下戸岩陰遺跡（6）や
塩焼きの痕跡とも考えられる佐渡市相川塩屋町の赤化した海浜層［佐藤 1994］は、当時の海岸線に沿っ
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て立地したものと考えられ、中世以前の人々は、海成段丘上のわずかな平坦地に居住し、段丘崖の手前ま
で迫る海を利用していた様子がわかる。
　江戸時代に入ると金銀山の開発に伴い相川が最も発展する時代となる。国指定の史跡である宗太夫間歩
や南沢疎水道等の佐渡金山遺跡に関連する遺構や構造物（18 ～ 24）の他に、海岸部には吹上海岸に佐渡
奉行鎮目市左衛門の墓である県指定史跡の鎮目奉行墓（13）、鉱山臼（上磨）の石材産地である吹上海岸
石切場跡（17）、富崎には線彫の磨崖仏（16）がある。段丘斜面には、金太郎窯跡、水金沢窯跡（12・
14）といった陶磁器の窯跡が見られる。また、近年に佐渡金山遺跡内の県道白雲台・乙和池・相川線に沿っ
て水路が建設された際、土中から江戸期の坑道が発見された例もあり、同遺跡では、近世以降の水害に伴
う土石流に埋没していた坑道が発見されることがある。
　市街地の中心部で確認される遺跡は少なく、これは、同地が金山の発展に伴う人口増によって、海岸部
の埋め立てや度重なる建造物の新築・建替えによって拡大した場所であるためと推定される。特に下町地
域では、17 世紀初頭から 18 世紀初頭にかけて行われた海岸部の埋立てによって造成された場所が多く、
中世以前には海浜又は低湿地が広がっていたと考えられる。しかし、近年、相川小学校の建設工事に伴っ
て発見された下戸岩陰遺跡や、相川測候所建設工事に伴って発見された向の畑遺跡（1）のように、大規
模な開発に伴う遺跡の発見があり、街に隣接する段丘周縁部では、現在も未発見の遺跡が存在する可能性
がある［佐渡市教育委員会 2005］。
４　上相川地区に関する史料
　佐渡金山遺跡（相川金銀山）は、島内の他の鉱山遺跡に比べると関連する文献・絵図等の資料が多く残
されていることが特徴である。ここでは、代表的な文献や絵図の概要を述べ、巻末に上相川地区に関係す
る記事が掲載された部分の史料を一括して掲載した。
　佐渡の代表的な史書には『佐渡相川志』、『佐渡風土記』、『佐渡年代記』、『佐渡四民風俗』、『佐渡史』が
あり、これらは「佐渡の五史書」と呼ばれている。『佐渡相川志』は、相川町真宗永弘寺（現永宮寺）住職
の松堂が、宝暦 3 年（1753）に著わしたもので、相川における文物について書かれている。『佐渡風土記』
は、目付役であった永井次芳が、延享 3 年（1746）～寛延 3 年（1750）までの間に佐渡奉行所の記録を
編集したもので、諸氏の書上げや各種年代記風の書写本によって構成されている。『佐渡年代記』は、佐渡
奉行所の文書をもとに編纂されたもので、寛延年間を『佐渡風土記』にうけ、それ以後、文化年間に西川
明雅、天保期に原田久通によって増補されている。『佐渡四民風俗』は、宝暦 6 年（1756）、佐渡奉行石
谷清昌が広間役高田備寛に命じて撰述させ、天保 11 年（1840）、川路聖謨が原田久通に命じて追加編集
させたもので、各村方の生産・生活や書上げを基にしている。『佐渡志』は、文化年間（1804 ～ 1818）
に田中美清が編纂したもので、編纂の基礎に『佐渡相川志』がある。
　『佐渡国略記』は、宝暦年間（1751 ～ 1763）に、佐渡奉行の命を受けて、相川町年寄伊藤三右衛門が
編纂したもので、奉行所の記録を中心とした『佐渡年代記』と異なり、佐渡各地における記事や風聞など
が多く掲載されており、上相川や他の鉱山に関係する記事も多い。
　『川上家文書』［相川町史編纂委員会 b1973］は、両津の川上賢吉氏が蒐集した襖の下貼りから発見され
た慶長から元禄期の史料である。中でも鍛冶炭や蝋燭等の各間歩への渡帳などは、江戸時代における初期
鉱山経営の根本史料と言えるものである。上相川に対する記述はないが、上相川の町名の由来になったと
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第９図・第 2 表挿入
№ 遺  跡  名 時 期 指定有無 № 遺  跡  名 時 期 指定有無
1 向の畑 縄文 14 水金沢窯跡 江戸
2 開 縄文 15 佐渡金山遺跡 江戸
3 中山之神 縄文 16 富崎不動磨崖仏 江戸
4 イチカ潟 縄文・平安 17 吹上海岸石切場跡 江戸
5 鬼ヶ城・鬼ヶ城跡 平安・中世 18 宗太夫間歩 江戸 国指定史跡
6 下戸岩陰 古墳 19 南沢疎水道 江戸 国指定史跡
7 下相川吹上 古墳 20 佐渡奉行所跡 江戸 国指定史跡
8 野萩 平安
21
大久保長安逆修塔 江戸 国指定史跡
9 北野天神 平安 河村彦左衛門供養塔 江戸 国指定史跡
10 道違 平安 22 鐘楼 江戸 国指定史跡
11 羽田城 中世 23 御料局佐渡支庁跡 明治 国指定史跡
12 金太郎窯跡 江戸 市指定史跡 24 道遊の割戸 江戸 国指定史跡
13 鎮目奉行塚 江戸 県指定史跡
◎24
◎18
◎23
◎22
◎21
◎19
◎20
●3
●12
●11
●6
●10
●1
●2
●9●8
●5
●17
●14
●16
7
17 15
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13
上相川地区
第９図　相川周辺の遺跡分布図
第２表　相川周辺の遺跡一覧表
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推測される山師たちの名前が度々出てきている。
　「相川町々書上げ帳」（史料 10）は、相川町の規模について掲載されたもので、各町の長さ・御陣屋（佐
渡奉行所）までの距離、田畑・町屋敷の面積が掲載されている。また、すでに存在していない町名やその
所在場所についても書かれている。
　上相川に関する記載のある検地帳等の史料では、元禄 7 年（1694）当時の各土地の間数・面積・利用
状況・土地所有者名が書かれている「元禄七年五月 相川町田畑屋敷検地帳」（史料 11）や相川町における
地子銀のための帳面であるが、欠落している箇所が多く、上相川地区の鍛冶町の一部のみが残されている「相
川町地子帳」（史料 12）、安政 5 年（1858）における屋敷を記したもので、元禄 7 年の田畑屋敷検地の際
の所有者及び安政 5 年現在の所有者、土地の面積や利用状況が書かれる「安政五年屋舗帳」（史料 13）が
ある。「安政五年屋舗帳」における上相川の土地利用状況をみると、「屋敷畑成」や「下畑」等の表記が目
立ち、居住者がいなくなり無人化したことで多くの屋敷地を畑に転用していることがわかる。
　江戸時代の絵図をみると上相川地区が単独で描かれたものは少なく、岡山絵図と呼ばれる相川金銀山や
相川市街地を描いたものの中に上相川の町並が描かれている例が多い。元禄 7 年（1694）に作成された「相
川右沢左沢向山銀山図」（写真図版 1）は、相川金銀山の間歩や周辺部の町並み、施設などが描かれるが、
絵図中央やや左下に横向きの「Ｙ」字状に描かれた町並に上相川地区を認めることができる。また、上相
川地区以外にも間ノ山を始め、鉱石採掘地に近い河川沿いにいくつかの町並があったことがわかる。上相
川のほぼ半分の区域が描かれた「上相川一筆絵図」（写真図版 2）は、製作年代は書かれていないが、享保
18 年（1733）、羽田村喜右衛門が上相川の空地を畑に転用するため、地方役が見分する際（史料 34）の
資料として作成されたと考えられる絵図である。上相川地区のうち相川町・床屋町以東のみが描かれた部
分図ではあるが、家並みや空地の間数、道脇に沿って町内を巡る水路が描かれており、当時の町並や土地
利用状況を推測することができる。上相川のほぼ全域が描かれた「上相川絵図」（写図版真 3）は、宝暦 2
年（1752）に作成され、文化 9 年（1812）に複製された絵図である。上相川地区 16 町の全域が短冊形
の町割とともに描かれ、そこに当時の町名や寺社、町の境、土地所有者名が書かれている。絵図をみると
空家を示す「上ヶ屋敷」や同一の所有者を示す「同人」といった表記が多く見られ、人口が減少したこと
による空家・空地が目立ち、屋敷地であった地所を田畑として再利用していた町の様子がわかる。本絵図
は町域のほぼ全域が描かれているため、分布調査の際の基礎資料として活用した。「文政九年相川町町墨引」
（写真図版 5）は、文政九年（1826）に作成された相川町全体の墨引のうち、上相川地区が描かれたもの
である。絵図には当時の町割や土地所有者名及びその職業が記されており、当時の住民構成を知るうえで
貴重な資料である。また、この絵図は上相川地区のうち茶屋町、奈良町、柄杓町、相川町、小右衛門町、
外記町、床屋町、九郎左衛門町の一部分しか描かれていないことから、絵図に描かれていない部分は、す
でに無人化していたものと推測される。江戸時代後期に描かれたと推測される「銀山岡絵図」・「鉱山金坑
絵図」（写真図版 4）のように、江戸時代中～後期の相川金銀山及び相川市街地の描かれた絵図は比較的多
く残されている。これらの絵図中には、上相川地区の町並が描かれており、町並みのおおよその変遷を知る
ことができる。
　明治時代に描かれた資料には、明治 23 年（1890）の「御料佐渡鉱山図」（写真図版 5）がある。佐渡
鉱山の近代化によって整備された鉱山施設群の下に上相川の町並が描かれており、終末期の様子を伝えて
いる。
